
平成２０年１１月１０日発行 主水だより 第４号

　
　１０月下旬から江戸川の古ヶ崎グランド脇で工事を開始した『古ヶ崎護岸災害復旧工事』を紹
介します。完成は平成２１年２月末の予定です。

多自然川づくりの取り組み

　　国土交通省は、全ての河川を対象に多自然川づくりに取り組んでい
ます。
　「多自然川づくり」とは、河川全体の営みを視野に入れ、地域の暮らし
や歴史・文化との調和にも配慮し、河川が本来有している生物の生息・
生育・繁殖環境及び多様な河川景観を保全・創出するために、河川管理
（調査・計画・設計・施工・維持管理など）を行うことです。
　これにもとづき、護岸についても生物の生息・生育・繁殖環境と多様な
河川景観の保全・創出に配慮した工法としました。

主水だより
も　ん　と 　　　第４号　平成２０年１１月１０日発行

　　 　　国土交通省関東地方整備局

　　　　 　江戸川河川事務所松戸出張所

　　　   〒271-0042  松戸市主水新田１０２

　　　　　　　　　　　　　  TEL 047(343)3722

工事の紹介＜１＞

平成１９年２月撮影
上葛飾橋（江戸川）下流のワンド（整備中）

　みんな一丸と
なって完成目指し
て頑張っていま
す。
　現場には意見箱
がありますので、
工事に対する皆さ
んの声をお聞かせ
ください。

工 事 名 ：古ヶ崎護岸災害復旧工事
工　　 期 ：H20.4.29～H21.2.27
施工場所：松戸市古ヶ崎地先
　　　　　　　（古ヶ崎グランド脇）
施 工 者 ：金杉建設（株）

金杉建設（株）
現場代理人
　　　　　青　山

現場よりひとこと
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今年一番の出水は・・・

一番雨がたくさん降ったのは

一番川の水位が上がったのは

一番排水ポンプを運転したのは
８月２７～３１日までの野々下
雨量観測所の累加雨量１６２ｍ

８月３１日の松戸水位観測所
（江戸川）の水位４．２４ｍ
８月３０日の大谷口新田水位観
測所（坂川）の水位３．３０ｍ

８月２８日～９月３日の松戸排
水機場のポンプ運転日数６日
８月２９日～９月１日の古ヶ崎
排水機場のポンプ運転日数４

出水期を振り返って

　今年の出水期をいくつかの視点から振り返ってみました。
　みなさんは、どんな印象をお持ちでしょうか。

今年の台風は・・・

出張所の出水時の対応は・・・

江戸川の水位上昇により、坂川の排水が出来な
くなると、松戸及び古ヶ崎排水機場のポンプ運転
を行い洪水被害を防ぎました。

占用者に川の水位が上昇することを伝え、出水
時の適切な対応（施設の撤去など）を依頼しまし
た。また、ホームレスにも注意を促しました。

出水後には、堤防や護岸に異常がないか、ゴミ
が大量に堆積していないかなどの点検を行いま
した。

　台風は３０年間（１９７１～２０００
年）の平均で年間約２７個発生し、
そのうち平均で約３個が日本に上
陸します。また、上陸しなくても平
均で約１１個の台風が日本から３０
０Km以内に接近します。
　今年１０月末までの台風の発生
数は１８個、上陸数は０個でした。

　　　　　　　　　　ゲリラ豪雨

積乱雲が現れて雷が鳴ったと思ったら、バ
ケツをひっくり返したような雨が降る。そん
な局地的な大雨を「ゲリラ豪雨」と呼びま
す。
　野々下雨量観測所では、８月末の豪雨で
１時間に９７mの雨量を観測しました。

不法係留船調査を実施

　江戸川の河岸には、許可を受けずに係留している船が多数ありま
す。船の係留は洪水時に流出の恐れがあることや、また、河川の景
観も損ねてしまいます。
　そこで、当出張所では不法係留船の実態調査を毎年実施しており、
今年は１１月に行いました。５０隻の不法係留船が確認され、これら
の船に対しては、看板の設置や警告書を貼り船の移動や撤去を促し
ました。

出水期：一年のうち台風や集中豪雨で洪
水が起きやすい６月から１０月をいう。

江戸川からの逆流防止
のため松戸水門を全閉

江戸川の不法係留船

答えは、みんな８月末の豪雨に
よる影響によるものです。

８月２９日４時時点
の累加雨量


